
令和２年度 茨城県看護協会通常総会特集号
令和2年度通常総会開催にあたって

公益社団法人茨城県看護協会　会長　白川　洋子
　令和 2年度通常総会の開催にあたり一言ご挨拶申し上げます。
　会員の皆様には、日頃から本会の事業及び運営につきまして、ご支援とご協力を賜り感謝申し上げます。
　昨年は、平成から令和へと元号が変わり、新しい時代に向かうことへの期待に胸膨らむ一年でした。
本会につきましても役員の交代や協会立訪問看護ステーション体制の一新を図ることが出来た年でもあ
りました。そのような中、台風 19号により、死者 2名を含む人的被害ほか、床上浸水等建物被害に見
舞われました。被災された会員の皆様や市町村の皆様にお見舞いを申し上げますとともにご健康をお祈
り申し上げます。
　さて、ナイチンゲール生誕 200周年を迎える年の節目に、新型コロナウイルスによる感染症が世界中
の人々を恐怖と不安に陥れています。そのような中、最前線で命と健康を守る看護職へのエールとして
「#NursingNow＿いま私にできること」キャンペーンを実施しております。看護職の疲弊が高まって
いる中、県民の皆様のエールが看護職の皆様に届くことを切に願っております。なお、今後も感染症拡
大が続けば一層の看護職が必要となりますので、潜在看護職の皆様には職場復帰をお願い申し上げます。
　本会は、15,498 名（令和 2年 3月 31日現在）の会員を有する看護の職能団体です。日本看護協会
との連携の下、教育と研鑽に根ざした専門性に基づき看護の質の向上を図るとともに、看護職が医療の
担い手として誇りを持って安心して働き続けられる環境づくりを推進し、併せて地域のニーズに応える
保健・医療・福祉の推進を図ることにより、県民誰もが健康で安心して暮らし最期を迎えることが出来
る社会の実現に寄与できることを使命としております。
　当県においては医療人材不足が続いており、本会の使命を果たしていく人材の育成と定着が最重要課
題であります。その為に教育の質に焦点を当て「１．看護職の役割拡大に資する人材育成」「２．看護
職の働き方改革の推進」「３．地域包括ケアにおける看護提供体制の構築」「４．組織基盤の強化」の
4つの事業を重点事業として推進していきます。
　自然災害や未知のウイルスによる感染症等、日頃の準備と柔軟な思考により難局を打開していくこと
が出来る看護の自律性をもって令和 2年度も皆様と共に前へ進む所存です。

会員数（令和２年3月31日現在）

合計 15,498人
保健師　　　　363人
助産師　　　　548人
看護師　　 13,548人
准看護師　　1,039人
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■令和2年度　茨城県看護協会通常総会プログラム
日　　　時　　令和 2 年 6 月 18 日 ( 木 )　13:30 ～ 15:15　※ 13:00　開場

場　　　所　　看護研修センター　4 階　大研修室

プログラム

　13:30　開　会 

 　　　　　物故会員への黙とう

　　　　　 会長あいさつ

　　　　　 優良看護職員茨城県看護協会長賞表彰

開会宣言

　　　　　 議長団選出

　　　　　 議事録署名人の決定

　　　　　 報告事項

　　　　　　 報告事項 1　令和元年度事業報告

　　　　　 議決事項

　　　　　　 第一号議案　令和元年度決算報告 ( 案 ) 及び監査報告

　　　　　　 第二号議案  令和 2 年度改選役員及び推薦委員の選任

　　　　　　 第三号議案　令和 3 年度日本看護協会通常総会代議員及び予備代議員の選任

報告事項

　　　　　　 報告事項 2　令和 2 年度重点事業並びに事業計画

　　　　　　 報告事項 3　令和 2 年度収支予算

　　　　　 次年度選挙管理委員の任命

　　　　　 退任役員への花束贈呈

　15:15　閉　会



第一号議案　　令和元年度決算報告 ( 案 )及び監査報告

貸借対照表
令和 2 年 3 月 31 日現在

公益社団法人　茨城県看護協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

　令和元年度決算報告（案）につきましては、以下のとおりです。
　※令和元年度監査報告につきましては、茨城県看護協会ホームページにて掲載いたします。

科　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　　　　　　現金預金 184,017,192 191,996,261 △ 7,979,069
　　　　　　　未収金 61,585,099 60,799,521 785,578
　　　　　　　前払金 988,980 909,044 79,936
　　　　　　　仮払金 4,200 4,200 0
　　　　　流動資産合計 246,595,471 253,709,026 △ 7,113,555
　２．固定資産
　　　(2) 特定資産
　　　　　　　建物 130,875,398 135,031,638 △ 4,156,240
　　　　　　　建物附属設備 0 1 △ 1
　　　　　　　基本財産引当預金 2,508,678 2,508,654 24
　　　　　　　減価償却引当資産 112,060,404 112,057,380 3,024
　　　　　　　運営準備引当資産 42,336,086 42,331,862 4,224
　　　　　　　退職給付引当資産 49,337,300 50,867,600 △ 1,530,300
　　　　　　　会館維持積立資産 5,145,658 5,145,608 50
　　　　　特定資産合計 342,263,524 347,942,743 △ 5,679,219
　　　(3) その他固定資産
　　　　　　　建物 186,540,323 191,895,555 △ 5,355,232
　　　　　　　建物附属設備 83,720,133 95,377,437 △ 11,657,304
　　　　　　　構築物 3,046,750 3,461,101 △ 414,351
　　　　　　　車両運搬具 2 2 0
　　　　　　　什器備品 1,486,492 3,545,084 △ 2,058,592
　　　　　　　土地 44,064,550 44,064,550 0
　　　　　　　借地権 1,053,728 1,053,728 0
　　　　　　　電話加入権 240,000 240,000 0
　　　　　　　敷金 70,000 70,000 0
　　　　　その他固定資産合計 320,221,978 339,707,457 △ 19,485,479
　　　　　固定資産合計 662,485,502 687,650,200 △ 25,164,698
　　　　　資産合計 909,080,973 941,359,226 △ 32,278,253
Ⅱ  負債の部
　１．流動負債
　　　　　　　未払金 20,377,127 17,463,082 2,914,045
　　　　　　　前受金 62,615,000 59,312,000 3,303,000
　　　　　　　預り金 4,856,363 9,357,279 △ 4,500,916
　　　　　　　未払法人税等 82,000 82,000 0
　　　　　　　未払消費税等 2,134,900 967,100 1,167,800
　　　　　流動負債合計 90,065,390 87,181,461 2,883,929
　２．固定負債
　　　　　　　退職給付引当金 49,337,300 50,867,600 △ 1,530,300
　　　　　固定負債合計 49,337,300 50,867,600 △ 1,530,300
　　　　　負債合計 139,402,690 138,049,061 1,353,629
Ⅲ  正味財産の部
　１．基金
　　　　　　　基金 0 0 0
　２．指定正味財産
　　　　　　　地方公共団体補助金 89,473,229 92,314,651 △ 2,841,422
　　　　　　　民間補助金 33,471,383 34,534,342 △ 1,062,959
　　　　　　　寄付金 7,930,786 8,182,646 △ 251,860
　　　　　指定正味財産合計 130,875,398 135,031,639 △ 4,156,241
　　　　　（うち特定資産への充当額） （130,875,398） （135,031,639） （△ 4,156,241）
　３．一般正味財産
　　　(1) 代替基金 0 0 0
　　　(2) その他一般正味財産 638,802,885 668,278,526 △ 29,475,641
　　　　一般正味財産合計 638,802,885 668,278,526 △ 29,475,641
　　　　　（うち特定資産への充当額） （162,050,826） （162,043,504） （7,322）
　　　　正味財産合計 769,678,283 803,310,165 △ 33,631,882
　　　　負債及び正味財産合計 909,080,973 941,359,226 △ 32,278,253
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科　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　　(1) 経常収益
　　　　 特定資産運用益 19,580 12,990 6,590
　　　　　 特定資産受取利息 19,580 12,990 6,590
　　　　 受取入会金 14,544,000 15,312,000 △ 768,000
　　　　 　受取入会金 14,544,000 15,312,000 △ 768,000
　　　　 受取会費 77,495,000 74,735,000 2,760,000
　　　　 　受取会費 77,495,000 74,735,000 2,760,000
　　　　 事業収益 416,878,860 411,995,594 4,883,266
　　　　　 介護保険報酬 164,543,183 164,023,279 519,904
　　　　　 医療保険報酬 73,630,117 74,480,072 △ 849,955
　　　　　 受講料 30,229,664 35,384,366 △ 5,154,702
　　　　　 利用料 7,046,930 7,483,320 △ 436,390
　　　　　 日本看護協会業務委託事業収益 2,555,318 2,511,778 43,540
　　　　　 茨城県委託事業収益 138,873,648 128,112,779 10,760,869
　　　　 受取助成金 8,643,770 8,606,110 37,660
　　　　　 日本看護協会助成金 8,643,770 8,606,110 37,660
　　　　 受取補助金等 4,195,381 4,187,651 7,730
　　　　　 受取補助金等振替額 3,904,381 3,908,651 △ 4,270
　　　　　 茨城県補助金収益 291,000 279,000 12,000
　　　　 受取寄付金 1,414,894 1,127,197 287,697
　　　　　 受取募金 1,163,034 875,061 287,973
　　　　　 受取寄付金振替額 251,860 252,136 △ 276
　　　　 雑収益 13,389,726 16,064,860 △ 2,675,134
　　　　　 受取利息 3,415 10,391 △ 6,976
　　　　　 雑収益 13,386,311 16,054,469 △ 2,668,158
　　　　 経常収益計 536,581,211 532,041,402 4,539,809
　　　(2) 経常費用
　　　　 事業費 552,276,486 520,898,341 31,378,145
　　　　　 役員報酬 19,581,561 19,085,896 495,665
　　　　　 給料手当 172,323,974 159,751,357 12,572,617
　　　　　 臨時雇賃金 104,546,602 105,050,383 △ 503,781
　　　　　 退職慰労金 1,411,556 1,095,417 316,139
　　　　　 退職給付費用 8,227,877 7,723,706 504,171
　　　　　 福利厚生費 39,653,926 40,159,321 △ 505,395
　　　　　 会館運営費 10,135,805 7,160,192 2,975,613
　　　　　 施設維持費 1,333,301 1,383,846 △ 50,545
　　　　　 旅費交通費 9,019,205 9,289,992 △ 270,787
　　　　　 研修費 338,007 945,546 △ 607,539
　　　　　 通信運搬費 11,149,392 9,433,819 1,715,573
　　　　　 医療材料費 397,966 194,409 203,557
　　　　　 減価償却費 23,724,792 23,974,785 △ 249,993
　　　　　 消耗什器備品費 1,785,556 77,760 1,707,796
　　　　　 消耗品費 13,481,004 10,644,986 2,836,018
　　　　　 修繕費 3,602,901 3,080,103 522,798
　　　　　 印刷製本費 12,723,208 11,479,140 1,244,068
　　　　　 燃料費 2,340,583 2,461,445 △ 120,862
　　　　　 光熱水料費 8,384,461 8,592,603 △ 208,142
　　　　　 賃借料 40,688,190 39,792,942 895,248
　　　　　 保険料 1,970,431 1,750,964 219,467
　　　　　 諸謝金 1,350,991 0 1,350,991
　　　　　 報償費 27,256,211 26,568,330 687,881
　　　　　 租税公課 10,266,834 9,700,669 566,165

正味財産増減計算書
平成31年 4月 1日から令和 2年 3月31日まで

公益社団法人　茨城県看護協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
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科　　　　目 当年度 前年度 増　減
　　　　　 支払負担金 15,463,439 7,953,877 7,509,562
　　　　　 委託費 2,771,356 4,523,920 △ 1,752,564
　　　　　 会議費 849,792 985,168 △ 135,376
　　　　　 広告宣伝費 2,727,972 3,196,760 △ 468,788
　　　　　 支払手数料 2,012,025 1,544,300 467,725
　　　　　 渉外費 10,000 0 10,000
　　　　　 食糧費 2,509,166 3,223,925 △ 714,759
　　　　　 雑費 238,402 72,780 165,622
　　　　 管理費 13,698,366 11,049,384 2,648,982
　　　　　 役員報酬 2,349,197 2,258,356 90,841
　　　　　 給料手当 1,389,174 1,648,789 △ 259,615
　　　　　 臨時雇賃金 1,063,504 813,759 249,745
　　　　　 退職慰労金 129,444 100,583 28,861
　　　　　 退職給付費用 157,248 46,294 110,954
　　　　　 福利厚生費 437,877 444,298 △ 6,421
　　　　　 会館運営費 313,478 221,448 92,030
　　　　　 旅費交通費 394,649 580,250 △ 185,601
　　　　　 通信運搬費 295,832 431,882 △ 136,050
　　　　　 減価償却費 280,888 281,638 △ 750
　　　　　 消耗品費 137,466 447,169 △ 309,703
　　　　　 修繕費 12,147 14,047 △ 1,900
　　　　　 印刷製本費 675,149 849,955 △ 174,806
　　　　　 燃料費 65 167 △ 102
　　　　　 光熱水料費 171,185 174,914 △ 3,729
　　　　　 賃借料 301,652 381,356 △ 79,704
　　　　　 保険料 19,832 19,140 692
　　　　　 諸謝金 878,573 891,744 △ 13,171
　　　　　 租税公課 51,674 153,305 △ 101,631
　　　　　 支払負担金 0 30,000 △ 30,000
　　　　　 支払寄付金 3,550,000 200,000 3,350,000
　　　　　 委託費 54,000 22,161 31,839
　　　　　 会議費 376,792 471,258 △ 94,466
　　　　　 広告宣伝費 527,548 457,000 70,548
　　　　　 支払手数料 34,092 79,871 △ 45,779
　　　　　 渉外費 96,900 30,000 66,900
　　　　 経常費用計 565,974,852 531,947,725 34,027,127
　　　　　 評価損益等調整前当期経常増減額 △ 29,393,641 93,677 △ 29,487,318
　　　　　 評価損益等計 0 0 0
　　　　　 当期経常増減額 △ 29,393,641 93,677 △ 29,487,318
　２．経常外増減の部
　　　(1) 経常外収益
　　　　 固定資産売却益 0 10,740 △ 10,740
　　　　　 車両運搬具売却益 0 10,740 △ 10,740
　　　　 経常外収益計 0 10,740 △ 10,740
　　　(2) 経常外費用
　　　　 経常外費用計 0 0 0
　　　　　 当期経常外増減額 0 10,740 △ 10,740
　　　　　 税引前一般正味財産増減額 △ 29,393,641 104,417 △ 29,498,058
　　　　　 法人税等 82,000 82,000 0
　　　　　 当期一般正味財産増減額 △ 29,475,641 22,417 △ 29,498,058
　　　　　 一般正味財産期首残高 668,278,526 668,256,109 22,417
　　　　　 一般正味財産期末残高 638,802,885 668,278,526 △ 29,475,641
Ⅱ  指定正味財産増減の部
　　　　 一般正味財産への振替額 △ 4,156,241 △ 4,160,787 4,546
　　　　　 一般正味財産への振替額 △ 4,156,241 △ 4,160,787 4,546
　　　　　 当期指定正味財産増減額 △ 4,156,241 △ 4,160,787 4,546
　　　　　 指定正味財産期首残高 135,031,639 139,192,426 △ 4,160,787
　　　　　 指定正味財産期末残高 130,875,398 135,031,639 △ 4,156,241
Ⅲ  正味財産期末残高 769,678,283 803,310,165 △ 33,631,882

5特集号●令和２年５月27日



第三号議案　　令和３年度日本看護協会通常総会代議員及び予備代議員の選任

代議員 15 名・予備代議員 15 名
区　分 代議員氏名 予備代議員氏名

保 健 師 代 表 小野村　順　子 久保田　由　紀
助 産 師 代 表 遠　藤　香　織 三　井　真紀子
看 護 師 代 表 鈴　木　典　子 檜　山　千　景
准 看 護 師 代 表 塚　原　優　香 藤　本　恵美子
理 　 事 山　口　　　忍 沼　尻　信　子
理 　 事 中　島　貞　子 藤　巻　洋　子
理 　 事 樫　谷　厚　子 秋　葉　はつい
理事（予備代議員は看護師職能Ⅱ委員長） 須　藤　礼　子 中　島　由美子
水 戸 地 区 代 表 川　又　光　子 礒　崎　登志江
日 立 地 区 代 表 菅　澤　裕　子 鈴　木　陽　子
常陸太田・ひたちなか地区代表 小　室　万左子 三本松　まゆみ
鹿 行 地 区 代 表 仲　田　美佐子 岩　間　由紀子
つ く ば 地 区 代 表 小　林　弘　美 菅　谷　茂　美
取 手・ 竜 ケ 崎 地 区 代 表 軽　部　成　美 木　樽　京　子
筑 西・ 下 妻 地 区 代 表 鈴　木　和　子 飯　島　明　子

副会長候補者　　　（定数 2 名）　　改選（1 名）
役職名 氏　　名 所　属

副 会 長 候 補 者 沼　尻　信　子　　新 医療法人清風会ホスピタル坂東

専務理事候補者　　　（定数１名）　　改選（1 名）
役職名 氏　名 所　属

専 務 理 事 候 補 者 中　島　貞　子　　新 公 益 社 団 法 人 茨 城 県 看 護 協 会

常任理事候補者　　（定数 2 名）　　改選（2 名）　
役職名 氏　名 所　属

常 任 理 事 候 補 者 樫　谷　厚　子　　再 公 益 社 団 法 人 茨 城 県 看 護 協 会
常 任 理 事 候 補 者 須　藤　礼　子　　新 前　茨城県厚生農業協同組合連合会総合病院土浦協同病院

職能担当理事　　（定数 3 名）　　改選（2 名）
役職名 氏　名 所　属

助 産 師 職 能 担 当 理 事 遠　藤　香　織　　再　　　　　　　　　茨城県厚生農業協同組合連合会総合病院土浦協同病院

看 護 師 職 能 担 当 理 事 鈴　木　典　子　　再　　　　　　　　　社会福祉法人恩賜財団済生会支部
茨城県済生会常陸大宮済生会病院

地区担当理事　　　（定数 9 名）　　改選（5 名）
役職名 氏　名 所　属

水 戸 地 区 担 当 理 事 川　又　光　子　　再 学校法人八文字学園水戸看護福祉専門学校
日 立 地 区 担 当 理 事 菅　澤　裕　子　　再 JA茨城県厚生連県北医療センター高萩協同病院
鹿 行 地 区 担 当 理 事 仲　田　美佐子　　新　　　　社会福祉法人白十字会白十字総合病院
取 手・ 竜 ケ 崎 地 区 担 当 理 事 軽　部　成　美　　新 医療法人社団常仁会牛久愛和総合病院
筑 西・ 下 妻 地 区 担 当 理 事 鈴　木　和　子　　新 特定医療法人社団同樹会結城病院

監事　　　（定数 2 名）　　改選（1 名）
役職名 氏　名 所　属

監 事 戸　島　正　巳　　新 一般社団法人茨城県心身障害者福祉協会

推薦委員　　　（定数 9 名）　　　改選（9 名）　
役職名 氏　名 所　属

推 薦 委 員 齋　　　洋　子 茨 城 県 立 中 央 病 院
推 薦 委 員 小　野　陽　子 医療法人愛正会やすらぎの丘温泉病院
推 薦 委 員 浦　川　哲　司 ㈱日立製作所ひたちなか総合病院

推 薦 委 員 小神野　藤　子 社会福祉法人恩賜財団済生会済生会
訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン か み す

推 薦 委 員 鬼　澤　麻有美 茨 城 県 水 戸 保 健 所
推 薦 委 員 松　村　淳　子 茨城県厚生連ＪＡとりで総合医療センター
推 薦 委 員 宮　島　ル　ミ 国立大学法人筑波大学附属病院
推 薦 委 員 大　竹　美　記 茨 城 県 筑 西 保 健 所
推 薦 委 員 木　村　幸　枝 日 本 赤 十 字 社 古 河 赤 十 字 病 院

第二号議案　　令和２年度改選役員及び推薦委員の選任
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事業項目 実績
1) 新人看護教育に関する事業
（1）新人看護職員卒後臨床研修

①多施設合同研修 ・6研修8日間　延593名
②新人助産師多施設研修 ・1研修5日間　延138名
③新任保健師研修 ・1研修1日間　15名
④新人看護職員研修責任者研修 ・1研修3日間　延72名
⑤新人看護職員指導者研修

・教育担当者研修 ・1研修3日間　延174名
・実地指導者研修 ・1研修4日間　延180名

2) 継続教育に関する事業
（1）継続教育研修

①新入看護職員研修 ・1研修1日間　331名
②ブラッシュアップ教育研修

a) 皮膚・排泄ケア ・1研修5日間　延312名
b) 感染管理（基礎編） ・1研修2日間　延145名

感染看護（実践編） ・1研修2日間　延150名
c) 救急看護 ・1研修2日間　延159名
d) 看護研究（基礎編） ・1研修2日間　延174名

看護研究（指導編） ・1研修2日間　延82名
e) 摂食・嚥下 ・1研修2日間　延135名
f) 慢性疾患看護【新】 ・1研修2日間　延152名
g) がん化学療法（基礎編） ・1研修1日間　78名
h) 医療的ケアが必要な児の看護【新】 ・1研修1日間　19名
i) 精神科看護 ・1研修1日間　44名
j) アドバンス・ケア・プランニング ・1研修1日間　82名
k) 看取り ・1研修1日間　99名
l) 自己と他者のストレスマネジメント【新】 ・1研修1日間　63名
m) 多職種連携【新】 ・1研修1日間　68名
n) 血液・輸血看護【新】 ・1研修1日間　62名
o) 入退院支援【新】 ・1研修1日間　79名
p) 准看護師研修【重 1-3】 ・1研修1日間　9名

　（2）資格認定教育研修　
①ファーストレベル研修 ・9/18 開講61名　3/5修了　修了者60名
②セカンドレベル研修 ・7/ 2 開講31名　3/5修了　修了者31名
③認定看護管理者フォローアップ研修

・ファーストレベル ・参加者48名
・セカンドレベル ・参加者 28 名

※事業内容の【重】は重点事業、【新】は新規事業

1　教育・研修等による看護の質の向上に関する事業（公益目的事業）

報告事項1　令和元年度事業報告

　令和元年度事業報告につきましては、以下のとおりです。
　※令和元年度事業報告につきましては、茨城県看護協会ホームページにて掲載いたします。
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事業項目 実績
④サードレベル開講準備【重 1-4・新】 ・看護管理学に精通している学識経験者とアドバ

イザー契約
・定員、応募期間、受講料等の決定
・日本看護協会へサードレベル認定申請書の送付

（3）その他資格研修
①実習指導者講習会 ・前期6/18～7/22　21日間　71名受講

・後期8/19～9/22　20日間　71名受講
・修了者71名

②実習指導者講習会（特定分野）【新】 ・11/19～11/28　　8日間　　　10名修了
③茨城県看護職員認知症対応力向上研修 ・１研修３日間　　延598名　　修了者199名
④認知症高齢者の看護実践に必要な知識（インターネット） ・１研修２日間　　延92名　 　修了者46名
⑤精神科訪問看護基本療養費算定要件研修会 ・１研修４日間　　延196名　　修了者49名
⑥医療安全管理者養成研修 ・１研修７日間　　延322名　　修了者46名
⑦医療安全管理者養成研修フォローアップ講座 ・１研修１日間　　15名
⑧災害支援ナースⅠ（インターネット） ・１研修２日間　　延66名
⑨災害支援ナースⅡ ・１研修１日間　　32名
⑩災害支援ナースフォローアップ ・１研修１日間　　67名
⑪看護必要度評価者院内指導者研修 ・会場貸出のみ

3) 介護施設・在宅ケアの支援に関する事業
（1）訪問看護支援事業【重 3-1】

①訪問看護推進協議会の開催 ・３回開催（内1回は書面会議）
②訪問看護入門プログラム ・１研修２日間　受講者26名　修了者25名
③訪問看護師養成講習会 ・１研修

e ラーニング　　13 単位
集合研修９日間　内実習３日間　実習施設 18 ヶ所

受講者 30 名　 修了者 29 名

④訪問看護ステーション管理者養成研修 ・１研修７日間　内実習２日間　自施設実習９ヶ所
　　　　　　　　受講者９名　　修了者８名

⑤訪問看護師指導者養成研修 ・１研修４日間　内実習２日間　自施設実習12ヶ所
　　　　　　　　受講者 12 名　　修了者 11 名

⑥訪問看護専門分野研修
a) 小児・重症心身障がい児

b) 難病

c) 精神

d) 終末期看護

・１研修６日間　内実習２日間　実習施設７ヶ所
　　　　　　　　受講者 16 名　修了者 16 名
・１研修５日間　内実習２日間　実習施設６ヶ所
　　　　　　　　受講者６名　 修了者６名
・１研修５日間　内実習２日間　実習施設８ヶ所
　　　　　　　　受講者 15 名　 修了者 15 名
・１研修５日間　内実習２日間　実習施設６ヶ所

　　　　　　受講者 11 名　修了者 11 名

⑦在宅療養・訪問看護推進研修
～訪問看護同行研修～

・１研修６日間　内実習２日間　実習施設13ヶ所
　　　　　　　　受講者 19 名　修了者 19 名

⑧訪問看護普及啓発 ・｢在宅療養を支える訪問看護」冊子の作成・配布　
・新聞折り込み広告の作成・配布
・協会ホームページ「訪問看護ステーション情報検索システム」更新
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事業項目 実績
（2）高齢者の権利擁護に関する教育研修

①看護実務者研修 ・１研修２日間　　延195名　修了者95名
4) 看護研究の充実に関する事業
（1）茨城県看護研究学会 ・12/21 　参加者 468名　口演26題　示説21題
5) 看護の質の保証の推進に関する事業

(1）委員会活動・地区活動による看護の質の保証
①職能委員会活動

a) 保健師職能委員会 ・委員会５回 研修会２回　
・地域・職域連携情報交換会１回 23 名

b) 助産師職能委員会 ・委員会６回 研修会２回
産科中間管理者交流会１回 15 施設 16 名

・国際助産師の日イベント 33組79名
c) 看護師職能委員会Ⅰ ・委員会６回 研修会２回　

・アンケート調査54名(H30新任看護師長研修受講者)
d) 看護師職能委員会Ⅱ ・委員会６回 研修会２回　

・施設インタビュー調査 10施設
　（介護・福祉関係施設、在宅領域に係るクリニック等）

②常任委員会活動
a) 看護労働改善事業委員会 ・委員会７回　働き方改革アンケート調査 156施設
b) 教育委員会 ・委員会６回　茨城県看護研究学会支援
c) 業務委員会 ・委員会６回　

・専門領域を持つ看護職に関するｱﾝｹｰﾄ調査378施設
d) 広報委員会 ・委員会７回 取材活動10回 看護いばらき４回発行
e) 学会委員会 ・委員会４回 茨城県看護研究学会
f) 認定看護管理者教育運営委員会 ・委員会３回　
g) 医療・看護安全対策推進委員会 ・委員会４回 研修会２回　

h) 災害看護委員会 ・委員会６回 研修会３回　
・アンケート調査92施設395名（災害支援ナース登録者)

③特別委員会活動
a) 倫理審査委員会 ・審査依頼なし

④地区活動
a) 地区
　・水戸地区

・委員会３回 会員会２回25名 地区意見交換会21名
・研修会１回72名（３地区合同）
・まちの保健室：常設10回224名　

イベント３回 314 名
　・日立地区 ・委員会３回 会員会２回26名 地区意見交換会16名

・看護研究発表会94名（２地区合同）
・研修会72名（３地区合同）
・まちの保健室：おっぱいライフin日立16組42名
・イベントまちの保健室１回40名

　・常陸太田・ひたちなか地区 ・委員会2回 会員会2回35名 地区意見交換会21名
・看護研究発表会94名（2地区合同）
・研修会72名（3地区合同）
・まちの保健室：常設①10回81名 ②11回193名
　　　　　　　　イベント 1 回 168 名
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事業項目 実績

　・鹿行地区

・委員会３回 会員会３回34名 地区意見交換会20名
・研修会２回107名
・まちの保健室：常設９回233名 イベント１回137名
・イベント救護活動１回

　・土浦地区
・委員会２回 会員会２回21名 地区意見交換会15名
・研修会２回50名
・まちの保健室：常設10回266名 イベント１回93名

　・つくば地区
・委員会２回 会員会２回25名 地区意見交換会22名
・研修会１回46名
・まちの保健室：常設４回115名 イベント１回649名

　・取手・竜ヶ崎地区
・委員会３回 会員会３回56名　地区意見交換会25名
・研修会２回85名
・まちの保健室：常設①45回482名 ②43回94名

　・筑西・下妻地区
・委員会２回 会員会２回25名 地区意見交換会31名
・研修会60名 他団体合同研修会120名
・まちの保健室：常設11回 277名 ｲﾍﾞﾝﾄ1回720名

　　　・古河・坂東地区
・委員会３回 会員会５回36名 地区意見交換会27名
・研修会３回171名
・まちの保健室：常設10回277名 ｲﾍﾞﾝﾄ２回1021名

b) いきいき茨城ゆめ国体・
ゆめ大会 2019 への協力

・練習日、競技、開会式の係る救護業務
　延日数：221 日　　延人数：280 名
・開会式アトラクションリハーサル救護業務
　延日数：12 日　　 延人数：30 名

⑤委員会企画研修
a) 保健師職能委員会企画研修
・災害に関する研修会 ・1研修1日間1回　　21名

b) 保健指導ミーティング【新任期】 ・1研修1日間1回　　30名
c) 助産師職能委員会企画研修
・産科救急 ・1研修1日間1回　  29名
・周産期の倫理及び助産師教育に関する研修 ・1研修1日間1回　  26名

d) 看護師職能委員会Ⅰ企画研修
・新任看護師長　応援研修 ・1研修1日間1回　　54名
e) 看護師職能委員会Ⅱ企画研修

・高齢者の特徴を踏まえたフィジカル
アセスメントの技法

・1研修1日間1回　  38名

f) 看護師職能委員会Ⅰ・Ⅱ合同企画研修
　　　　・訪問看護と病院との連携 ・１研修１日間１回　　27名

g) 医療・看護安全対策推進委員会企画研修
　　　　・第 1 回医療安全担当者交流会 ・１研修１日間　　　　36名
　　　　・第 2 回医療安全担当者交流会 ・１研修１日間　　　　54名

h) 災害看護委員会企画研修
・災害支援ナースⅠ　※再掲 ・１研修２日間　　　延66名
・災害支援ナースⅡ　※再掲 ・１研修１日間　　　　32名
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事業項目 実績
・災害支援ﾅｰｽﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修　※再掲 ・１研修１日間　　　　67名

（2）医療・看護安全対策の推進
①医療事故調査制度支援団体活動 ・１件

(3) 看護職のクリニカルラダー（JNA 版）
導入事例の共有と活用研修【重 1-2】

・１研修1日間　31名

6) 図書館サービスの充実に関する事業
（1）図書サービスの充実 ・利用者　105人　　・貸出図書　92冊

・購入図書　50冊　・文献複写サービス　27件
・蔵書数　4月20日現在　7,780冊
・雑誌　13誌（4誌休刊中）

2　看護職の労働環境等の改善及び就業促進による県民の健康及び福祉の増進に関する事業（公益目的事業）

事業項目 実績
1) 看護職の就業支援に関する事業
（1）ナースセンター事業【重 2-2】

　　①無料職業紹介・就業相談
a) 就業斡旋
b) 就業希望者に対する相談支援
c) 看護職員確保及び定着促進に

関する相談支援
d)NCCS 第 5 次システムによる求人・

求職情報の登録・管理・支援及びデ
ータ分析

e) 求人・求職実態調査

・就業相談員数　５名（常時1～2名配置)
・求職者数　　　延2,217名
・求人募集人数　延14,861名
・就職者数　　　延208名
　【県央】
・求職相談　2,401件　・求人相談　1,658件
・進路相談　　40件　・その他　　1,471件

f) 看護相談員会議の開催 ・11/12 開催
g) 関係機関との連絡調整、情報交換 ・ナースセンター事業担当者会議（県央）　２回

・ナースセンター５地域合同会議　３回
・ハローワーク水戸との情報交換　１回
・茨城労働局職業安定課　ハローワーク新システム説明　１回
・ナースセンター・ハローワーク連携連絡調整会議

⇒新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
・看護職員就業相談員派遣面接相談事業連絡会議

⇒新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

h) ナースセンター相談員の質の向上 ・職業紹介責任者講習　２名受講
・ＩＴ活用セミナー　延14名受講
・公正採用等人権啓発研修　３名受講
・看護業務の効率化－先進事例アワード2019－２名受講
・医療機関の勤務改善研修会　２名受講

i) 茨城県央地域定住自立圏連携事業
看護師等確保事業病院見学バスツアー

（水戸市委託事業）

・10/16　参加者　4名
（水府病院、老人保健施設渡里の里）

・10/29　参加者　1名
（㈱日立製作所ひたちなか総合病院）

②中央ナースセンターとの連携 ・5/22　看護労働担当者会議　3名
・5/23　ﾅｰｽｾﾝﾀｰ事業担当者会議(中央)　3名
・5/24　ﾅｰｽｾﾝﾀｰ相談員研修　2名
・8/29　都道府県ﾅｰｽｾﾝﾀｰ地区別意見交換会　3名
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③ナースセンター事業の広報強化
　・ナースセンターだより・求人情報発行
　・ナースセンターホームページの活用
　・ナースセンターキャラクター

「はぴなちゃん」の活用

　・ラッピングバス

・年4回発行（求人情報同封）
・アクセス件数　11,196件
・着ぐるみ3回貸し出し
・キャラクターグッズの配付
・ゆるキャラⓇグランプリ2019

165 位／ 1,150 位（983Pt）
・ラッピングバス運行中

④ナースセンター運営委員会の開催 ・2 回開催（内 1 回は書面会議）
（2）再就業支援事業【重 2-2・重 2-3】

①カムバック支援セミナー ・講義（4日間）計39名
県央地域　受講者 10 名
県西地域　受講者 12 名
県南地域　受講者 17 名

・シミュレーション研修（1日間）計32名
県央地域　受講者 12 名
県西地域　受講者 8 名
県南地域　受講者 12 名

・実務研修（5日又は10日間）計11名
県央地域　受講者 2 名
県北地域　受講者 1 名
鹿行地域　受講者 4 名
県南地域　受講者 2 名
県西地域　受講者 2 名

②カムバック支援セミナー(フォローアップ研修 ) ・新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
　③セカンドキャリア支援セミナー ・12/6開催　受講者17名
　④シミュレーション教育を活用した就業支援【新】 ※再掲
　⑤輸液・採血コーナーの活用 ・実施者35名
　⑥潜在看護職員再就業推進事業【新】 ・受講者　計６名

県央地域　受講者１名
鹿行地域　受講者２名
県南地域　受講者１名
県西地域　受講者２名

⑦育児休業中看護職の懇話会開催【新】 ・新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
（3）魅力ある職場づくり支援事業

①定着促進コーディネーター派遣事業 ・電話相談件数　14件
・訪問件数　延49件（36施設）
・出前講座　２件（１施設）

②管理者等研修
・豊かに働くために ・１研修１日間１回　73名
・看護サービスにおける経済性 ・１研修１日間１回　59名
・看護補助者の活用推進のための研修 ・１研修１日間２回　延170名
・新人看護職員を支援する看護管理者の役割 ・１研修１日間１回　103名
・看護職の健康と安全に配慮した

労働安全衛生について
・１研修１日間１回　82名

・人事労務管理の基礎知識 ・１研修１日間１回　123名

（4）医療勤務環境改善支援センターとの協働による
　　　ワーク・ライフ・バランスの推進【重 2-1】
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①ワーク・ライフ・バランス推進
ワークショップ事業

・働き続けられる労働条件、環境づくり支援

・ワークショップ参加施設　３施設
・訪問型ワークショップ　２日間　37名参加
・2/6開催　フォローアップ・ワークショップ
　参加者　５施設　54 名

公開講座参加者　11 施設　20 名
（5）看護職員就業相談員派遣面接事業

①ハローワークとの連携強化

・出張ナースバンク　８回開催　相談件数　64名

（6）看護師等届出制度普及事業 ・登録件数　421名　
・「とどけるん」届出者の状況調査（33.7%回答）
・看護学校への訪問（周知）　11校591名

（7）地域就業支援事業【重 2-2】 ・相談件数（　）内昨年同時期数　　　　単位：件

※その他内訳：ナースセンター事業や、職場状況に
　ついての相談等

2) 看護人材養成啓発に関する事業
（1）看護人材養成啓発

①一日看護体験事業 ・受入施設　88施設
・応募者　　2,735名(117校/130校)
・参加者　　1,896名
・一日看護体験参加者進路調査
　（H30 年度参加３年生対象）看護系進学割合 83.4％

②高等学校進路指導担当者会議 ・5/22　１回開催　90名参加
③看護の出前授業事業 ・計15校　参加者1,433名

　（小学校３校、中学校２校、高等学校 10 校）
④いばらき看護職合同進学・就職説明会事業 ・新型コロナウイルス感染拡大防止のため延期

（延期日程は未定）
3) 看護職員人材確保支援に関する事業

場所 回数 相談件数 連携事業

水戸 12 82 52

土浦 12 57 47

龍ケ崎 3 8 -

常陸鹿嶋 2 3 -

高萩 4 1 -

常陸大宮 2 2 -

日立 4 7 -

筑西 3 2 -

石岡 3 5 -

計 45 167 99

求職 求人 進路 その他 計

県
北

186
(208)

114
(128)

5
(3)

223
(244)

528
(583)

鹿
行

319
(138)

33
(80)

6
(1)

208
(247)

566
(466)

県
南

592
(826)

122
(111)

4
(5)

347
(497)

1,065
(1,439)

県
西

241
(221)

59
(55)

2
(4)

396
(508)

698
(788)

13特集号●令和２年５月27日



事業項目 実績
1) 看護業務の調査研究・情報収集に関する事業　
（1）看護業務の調査研究・情報収集 ・保健師職能委員会参照

・看護師職能委員会Ⅰ参照
・看護労働改善事業委員会参照
・業務委員会参照
・医療・看護安全対策推進委員会参照

2) 看護制度の改善への提言に関する事業　
（1）茨城県・関係団体等への要望活動 ・8/28　県保健福祉部へ要望

3　看護業務の調査研究及び情報収集並びに制度の改善への提言に関する事業（公益目的事業）

4　健康相談、情報提供等による地域住民の健康と福祉に関する事業（公益目的事業）

事業項目 実績
1) 健康相談・啓発等の事業
（1）まちの保健室事業【重 3-5】 ・まちの保健室（保健衛生会館・別館）

218 日　延 204 名
・別館でのシルバーリハビリ体操教室の支援

19 回　延 536 名
・健康教室　６回　延134名
・出前まちの保健室（常陽銀行）６回　30名

地域への出前まちの保健室　２回　43 名
・看護の祭典ロビーイベント　249名
・茨城総合物産音楽フェスティバル　２日間　77名
・健康づくりキャンペーン　292名
・県近代美術館主催イベント　３日間　264名
　【まちの保健室と連携した認知症カフェ事業】

・認知症カフェ　９回　延81名

（2）母子保健に関する事業

（1）助産師出向支援事業の拡大 ・出向者　３名
・出向コーディネート中　６名
・協議会開催　３回（うち１回は書面開催）
・出向事業参加意向調査
　（施設向け）
　対象　県内産科施設 50/56 施設（回答率 89.3%）
　結果　参加希望あり　　8 施設
　　　　条件付参加希望　11 施設
　　　　参加希望なし　　31 施設
　（助産師向け）
対象　在宅、開業助産師 35/64 名（回答率 54.6%）
結果　参加希望あり　0 名
　　　条件付き参加　8 名
　　　検討中　　　　9 名
　　　参加希望なし　16 名

（県母性衛生学会）
対象　学会参加助産師　45 名
結果　参加希望あり　　6 名
　　　条件付き参加　　12 名
　　　検討中　　　　　12 名
　　　参加希望なし　　11 名
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①母子保健センター運営事業
a) 発達相談事業 ・専門医師と心理専門員による発達相談

13 回　延 55 名
・心理専門員による個別指導83回　延284名
・電話相談（一般相談・予約相談）　計109件
・7/22開催　発達相談事業担当者会議　出席者22名

b) 発達障害児の早期発見・発達支援研修 ・12/13 開催　出席者 47 名
c) 市町村への巡回相談の実施 ・心理専門員による巡回相談 10 回

②妊娠等専門相談支援事業
a) 電話相談 ・相談員３名にて対応（1名/日）

・相談件数

・メール相談　19件（※24時間対応）
・県担当者との会議　毎月１回実施
・相談員定例会　毎月１回実施

b) プレパパ・パパ応援情報発信 ・ブログ更新：12件
・アクセス数

・8/9実施　プレパパ・パパ応援団情報交流会
出席者 12 名

（3）ナースボランティア事業
2) 地域包括ケアシステム推進事業　
（1）介護人材医療知識取得促進事業【重 1-1】

①医療依存度の高い利用者への
ケアに関わる介護職員等養成研修

【医療講座】
・４地区各５研修　

計 20 回　186 施設　延 930 名受講
（地区内訳）

県央・鹿行地区 57 施設　県南地区 55 施設
県西地区 34 施設　県北地区 40 施設
５項目伝達研修実施 19 施設

【成果報告会】
・2/19開催　61施設96名参加　5施設成果報告発表

月 件数 月 件数
4 月 27 10 月 41
5 月 24 11 月 24
6 月 22 12 月 27
7 月 35 1 月 23
8 月 35 2 月 22
9 月 38 3 月 28

合　計 346 件

月 件数 月 件数
4 月 161 10 月 272
5 月 119 11 月 140
6 月 270 12 月 122
7 月 163 1 月 178
8 月 142 2 月 177
9 月 159 3 月 99

合　計 2,002 件
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②介護従事者等の人材養成支援 ・ＤＶＤ（スキンケア）追加作成
・ＤＶＤ貸出 14 施設へ実施
・アドバイザー会議：書面にて開催

③レスパイト利用促進のための情報提供 ・第３回アンケート調査実施
・新規 165 施設のＨＰ施設検索データ更新

（2）在宅療養者サポート体制整備事業
【重 3-2・重 3-3】

①医療 ICT を活用した訪問看護の取組
・検証実施事業所数　５ヵ所
・検証対象者数　13 名（主に慢性疾患の利用者）
・検証前・中間期・終了時ヒアリングの実施
②認定看護師等の派遣による困難事例に

対する取組支援
・茨城県内 10 事業所（合計 17 回）に、利用者宅へ

の同行訪問または事例検討会への参画
・同行訪問等による前後比較を実施効果の評価
・医療機関および分野別の専門職数、派遣可能地域

等についての調査
3）がん対策推進強化事業

（1）いばらきがん患者トータルサポート事業
【重 3-4】

・相談員　常時２人体制
・電話相談1,270件　面談68件

メール 61 件　イベントでの相談 11 件
・事例検討会開催（９回）
・相談支援フォーラム　ファシリテーターとして２名参加
・3/13　運営委員会開催
・患者会支援(15回)
・社会参加サポート事業申請
　ウィッグ 651 件　乳房補整具 128 件
・若年患者療養生活サポート事業申請　１件

4) 広報啓発に関する事業

（1）看護いばらき発行 ・年4回発行

（2）県民への広報強化

　①ホームページ運営 ・214,751アクセス

5)「看護の心」普及啓発事業

（1）看護の祭典 ・5/18　1回開催　参加者931名

6) 災害時の看護支援活動に関する事業

（1）災害看護支援体制の充実

①災害支援ナース登録の推進 ・268名登録

②災害支援ナースの派遣 ・台風19号の影響により医療救護班へ
　ＪＭＡＴ茨城チームとして　２名派遣

③茨城県総合防災訓練への参加 ・台風19号の影響により中止

④ＪＭＡＴ茨城研修会への参画 ・第6回ＪＭＡＴ茨城研修会新型コロナウイルス感
染症対応により中止

⑤日本看護協会との災害支援ナース
派遣調整合同訓練

・台風19号の災害対応中につき不参加
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5　地域ケアサービスを実施する訪問看護ステーション等の設置及び運営（公益目的事業）

事業項目 実績
1) 訪問看護サポートセンター事業
（1）県央訪問看護サポートセンター事業 ・相談件数37件
（2）県南訪問看護サポートセンター事業 ・相談件数77件
2) 訪問看護ステーション等の設置及び運営に関する事業

（1）土浦訪問看護ステーション運営事業
①訪問看護事業
②居宅介護支援事業

①訪問看護延利用人数 1,305 名
②居宅介護支援延利用人数 417 名

（2）鹿嶋訪問看護ステーション運営事業
①訪問看護事業
②居宅介護支援事業

①訪問看護延利用人数 916 名
②居宅介護支援延利用人数 796 名

（3）看護小規模多機能型居宅介護事業所絆
訪問看護ステーション絆運営事業
①訪問看護ステーション　絆
②居宅介護支援事業
③看護小規模多機能型居宅介護事業所　絆

①訪問看護延利用人数 501 名
②居宅介護支援延利用人数 52 名
③看多機延登録数 265 名

(4) 協会立訪問看護ステーション等運営会議
【重 4-3・新】

・4回開催

6　その他本会の目的を達成するために必要な事業（法人管理事業）

事業項目 実績
1) 円滑な組織運営

（1）総会
①通常総会 ・6/20　ザ･ヒロサワ・シティ会館大ホール

・出席会員416名　・役員21名
・委任状11,681名　・提出議題3題

②職能集会 ・6/20　ザ・ヒロサワ・シティ会館大ホール
参加者　416 名

【内訳】保 17 名　助 27 名　看 372 名（准看含む）

（2）理事会

①理事会 ・７回

②常務理事会 ・１回

（3）その他諸会議

①常任委員会委員長会議 ・１回

②推薦委員会 ・４回

③選挙管理委員会 ・１回

④新理事オリエンテーション ・１回

（4）職員福利厚生

①福利厚生事業

②職員研修事業 ・研修会　10 回　延 47 名参加

（5）協会内防災対策の整備
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事業項目 実績
（6）諸費

2) 会員に対する福利厚生等事業　

（1）福利厚生事業
①会員に対する情報提供及び意見収集体制の充実 ・地区意見交換会　195名参加

・9/11（古河・坂東地区）27名
・9/19（水戸地区）21名
・9/20（取手・竜ケ崎地区）25名
・9/25（筑西・下妻地区）31名
・10/1（土浦地区）15名
・10/3（常陸太田・ひたちなか地区）21名
・10/23（鹿行地区）20名
・11/1（日立地区）16名
・11/21（つくば地区）19名

②会員相互の親睦の促進 ・1/16　180名参加　於：ホテル・ウエスト・ヒルズ水戸

③会員及び当協会関係者に対する慶弔見舞 ・８名
④茨城県看護協会長表彰等事業 ・45名受賞（保7　助2　看36）

・6/20　ザ･ヒロサワ･シティ会館にて表彰式実施

⑤創立 70 周年記念事業
・記念クリアファイルをNursing nowキャンペーン
　とのコラボ（検討）

（2）看護職賠償責任保険制度の加入促進・相談事業

①医療安全・医療事故に係る相談対応

②医療安全に係る情報提供等、
医療事故予防啓発活動

③看護職賠償保険制度への対応

（3）新会員情報管理体制の普及啓発 ・入会案内と同封

3）組織力強化

(1) 会員の入会促進【重 4-1・重 4-2】 ・協会リーフレット作成
(2) 看護政策推進のための組織強化事業

【重 4-1・重 4-2】
・11/5保健指導ミーティング事前会議　9名参加
・11/13保健指導ミーティング　30名参加
・12/18茨城県保健師関連団体会議　9名参加
・2/13地域・職域連携情報交換会　30名参加

(3) 委員会活動活性化に向けた体制整備
【重 4-4・新】

・政策企画室設置要項の改正
・入会案内リーフレット送付 アンケート 11 月

4) 日本看護協会との連携　

（1）諸会議への参加

①総会・職能別交流会 ・6/6・7 出席　函館ｱﾘｰﾅにて開催

②理事会 ・5 回

③法人会員会（中央）

④代議員及び予備代議員研修会 ・5/16 開催

⑤全国職能委員長会 ・8/21 開催
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事業項目 実績
⑥地区別法人会員会・地区別職能委員長会 ・10/7・8 開催

⑦都道府県看護協会政策責任者会議 ・9/26 開催

⑧都道府県看護協会看護労働担当者会議 ・5/22 出席

⑨都道府県看護協会事務担当者会議 ・11/27 開催

⑩新会員情報管理体制担当者会議 ・11/13 開催

⑪訪問看護連絡協議会全国会議 ・2/14 開催

⑫全国准看護師制度担当役員会議 ・台風のため中止

⑬ナースセンター事業担当者会議 ・5/23 出席

⑭ナースセンター相談員研修 ・5/24 出席

⑮都道府県看護協会教育担当者会議 ・7/31 開催

⑯都道府県看護協会広報担当役員会議 ・新型コロナウイルス対応のため中止

⑰医療安全推進会議

⑱都道府県看護協会災害看護担当者会議 ・9/12 開催

⑲災害支援ナース派遣調整合同訓練 ・台風 19 号の災害対応中につき不参加

⑳看護職賠償責任保険制度研修会 ・12/11 開催

㉑ JNA ラダー交流会 ・12/25 開催

㉒ナースセンター地区意見交換会 ・8/29 開催

㉓日本看護サミット／訪問看護サミット ・12/6 開催

㉔全国看護基礎教育担当役員会議 ・3/5 開催

㉕公益法人運営に関する地区別勉強会 ・11/27 開催

（2）会員登録に関する業務

5) 施設の貸与に関する事業

（1）茨城県保健衛生会館貸与事業
（2）「看護研修センター」研修室の貸与 ・看護研修センター研修室利用料の改定

（2019 年 10 月より施行）

【貸出実績】

・茨城県看護連盟　　　　　　　　　　　 23回

・茨城県介護福祉士会　　　　　　　　　　5回

・茨城県教育庁　　　　　　　　　　　　　4回

・茨城県栄養士会　　　　　　　　　　　　5回

・茨城県理学療法士会　　　　　　　　　　1回

・茨城県リハビリテーション専門職協会　 15回

・茨城県介護老人保健施設協会　　　　　　1回

・茨城県総合リハビリテーションケア学会　2回

・ヴェクソンインターナショナル　　　　　1回

・大塚製薬Webセミナー　　　　　　　　  1回

・ひとまちネットワーク　　　　　　　　　1回

・別館（ひとまち）　　　　　　　　　　120回
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報告事項2　令和２年度重点事業並びに事業計画

　団塊の世代700万人が後期高齢者となる 2025 年に向けて、「地域における医療及び介護の総合的
な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律（医療介護一括法）」が成立してから 6 年を
迎え、医療が病院完結から生活者の視点に立った地域完結への移行が進んでいます。今後もこれま
で取り組んできた施策をより進めていくとともに、高齢化人口がピークとなる 2040 年を見据えた
長期的な視点での課題にも取り組んでいく必要があります。
　また茨城県においては 2018 年度からの第 7 次保健医療計画の基本理念として「活力があり、県
民が日本一幸せな茨城」を目指すとしており、その基本方向として、地域医療の充実や健康でいき
いきと生活し、活躍できる環境づくり、そして健康で安全な生活を支える取り組みの推進を示して
おります。
　そこで令和 2 年度においては、第一に、看護提供の場が広がり、看護職の役割拡大が進んでいる
ことから、時代のニーズに即した研修を提供していくことが急務です。また、看護基礎教育制度を
視野に入れた看護教育の方向性の検討に着手する必要があります。
　第二に、看護の役割拡大と、働き手の減少のなかで、多職種間でのタスク・シフティングやタス
ク・シェアリングについての検討が必要であり、それぞれにとり多職種間での働き方の検討に加え、
健康で安全な職場環境（ヘルシーワークプレイス）を構築していくことが重要です。
　第三に、看護小規模多機能型居宅介護事業所は、地域包括ケアシステムの構築において重要な役
割を果たすことが期待されており、さらなる取り組みと再構築が必要です。また、「認知症大綱」に
おいて「共生」の基盤の下、通い場の拡大など「予防」の取り組みを進めることが重要とされており、
昨年より開始した「認知症カフェ」の継続などにより、啓発と予防に取り組む必要があります。
　第四に、看護職が看護にやりがいをもち専門性を発揮していくために職能団体である看護協会の
役割は重要であります。そのためには会員の増を継続的に図り、未来の看護職に対してもアピール
していくことが大切です。

【令和２年度重点政策】
　1　看護職の役割拡大に資する人材育成
　2　看護職の働き方改革の推進
　3　地域包括ケアにおける看護提供体制の構築
　4　組織基盤の強化

【令和２年度重点事業】
　1　看護職の役割拡大に資する人材育成
　　1）助産師及び看護師のＪＮＡクリニカルラダー活用
　　2）准看護師の資質向上のための支援
　　3）看護基礎教育機関等との連携体制の構築
　　4）質の高い看護実践を推進する認定看護管理者教育の充実

　2　看護職の働き方改革の推進
　　1）ヘルシーワークプレイスの実現に向けた支援策
　　2）タスクシフト・タスクシェアの理解を深めるための取組み
　　3）ナースセンター機能の拡充
　　4）看護職のセカンドキャリア支援

　3　地域包括ケアにおける看護提供体制の構築
　　1）在宅医療を担う人材の育成
　　2）住み慣れた地域で暮らすことへの支援

　4　組織基盤の強化
　　1）入会率 50%以上の保持
　　2）協会立看護小規模多機能型居宅介護事業所等の運営・経営
　　3）委員会機能の活性化に向けた体制整備
　　4）災害支援に関する体制の強化
　　5）東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会、及び全国高等学校総合体育大会の医療救護

【令和 2 年度 事業計画書 (案)】
　公益社団法人日本看護協会との連携のもと、公衆衛生の向上を目的とする公益目的事業並びに、そ
の公益目的事業の推進に資するための事業等に関する令和 2年度の実施計画は以下のとおりです。
　●事業計画は、定款第４条に掲げる６つの事業を掲載
　　１　教育・研修等による看護の質の向上に関する事業
　　２　看護職の労働環境等の改善及び就業促進による県民の健康及び福祉の増進に関する事業
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　　３　看護業務の調査研究及び情報収集並びに制度の改善への提言に関する事業
　　４　健康相談、情報提供等による地域住民の健康と福祉に関する事業
　　５　地域ケアサービスを実施する訪問看護ステーション等の設置及び運営
　　６　その他本会の目的を達成するために必要な事業

※事業内容の【重】は重点事業、【新】は新規事業

1　教育・研修等による看護の質の向上に関する事業（公益目的事業）　　　　　　　  ［63,562 千円］
事　業　内　容 予算（千円）

1) 新人看護教育に関する事業 7,382
（1）新人看護職員卒後臨床研修 7,382
　①多施設合同研修 ・6 研修　延べ 8 日間　 520 名
　②新人助産師多施設研修 ・1 研修　5 日間 1 回　　30 名
　③新任保健師研修 ・1 研修　1 日間　　　　30 名
　④新人看護職員研修責任者研修 ・1 研修　3 日間 1 回　　50 名
　⑤新人看護職員指導者研修
　　・教育担当者研修 ・1 研修 3 日間 1 回　　  50 名
　　・実地指導者研修 ・1 研修 4 日間 1 回　　  50 名
2) 継続教育に関する事業 27,629

（1）継続教育研修 5,287
　①新入看護職員研修 ・1 研修 1 日間 1 回　　 300 名
　②ブラッシュアップ教育研修
　　a) 皮膚・排泄ケア ・1 研修 4 日間 1 回　　  60 名
　　b) ストーマケア【新】 ・1 研修 1 日間 1 回　　  50 名
　　c) 感染看護（基礎編） ・1 研修 2 日間 1 回　　  80 名
　　　 感染管理（実践編） ・1 研修 2 日間 1 回　　  80 名
　　d) 救急看護 ・1 研修 2 日間 2 回　　 160 名
　　e) 看護研究（初級編） ・1 研修 2 日間 1 回　　  80 名
　　　 看護研究（中級編） ・1 研修 2 日間 1 回　　  60 名
　　　 看護研究（上級編） ・1 研修 2 日間 1 回　　  30 名
　　f) 摂食・嚥下 ・1 研修 2 日間 1 回　　  70 名
　　g) 心不全看護【新】 ・1 研修 1 日間 1 回　　  80 名
　　h) 腎不全看護【新】 ・1 研修 1 日間 1 回　　  80 名
　　i) 糖尿病看護【新】 ・1 研修 1 日間 1 回　　  80 名
　　j) がん化学療法を受ける患者の看護 ・1 研修 1 日間 1 回　　  80 名
　　k) 看護職の為のストレスマネジメント ・1 研修 1 日間 1 回　　  80 名
　　　　l) アドバンス・ケア・プランニングと看取り ・1 研修 2 日間 2 回　　  80 名
　　　　m) 多職種連携で関わる入退院支援 ・1 研修 2 日間 2 回　　  80 名
　　n) 論理的なレポート・論文・看護記録の書き方【新】 ・1 研修 1 日間 1 回　　  60 名
　　o) いまこそ学ぼう！看護師と法の関係【新】 ・1 研修 1 日間 1 回　　  80 名
　　p) 高齢者のエンド・オブ・ライフを支える
　　　 包括的研修【新】

・1 研修 2 日間 1 回　　  42 名

　　q) 保健師記録の「情報開示」と保健師活動【新】 ・1 研修 1 日間 1 回　　  50 名
(2）資格認定教育研修　 12,135
　①ファーストレベル研修 ・1 研修 21 日間 1 回　　 60 名
　②セカンドレベル研修 ・1 研修 36 日間 1 回　　 30 名
　③サードレベル研修【重 1-4・新】 ・1 研修 36 日間 1 回　　 30 名
　④認定看護管理者フォローアップ研修
　　・ファーストレベル ・1 研修 1 日間 1 回　  　60 名
　　・セカンドレベル ・1 研修 1 日間 1 回　  　31 名

（3）その他資格研修 10,207
　①実習指導者講習会 ・1 研修 40 日間 1 回　　 70 名
　②実習指導者講習会（特定分野） ・1 研修 8 日間 1 回　　  30 名
　③茨城県看護職員認知症対応力向上研修 ・1 研修 3 日間 1 回　　 200 名
　④認知症高齢者の看護実践に必要な知識 ・1 研修 2 日間 1 回　　  80 名
　⑤糖尿病重症化予防（フットケア）【新】 ・1 研修 3 日間 1 回　　  50 名
　⑥精神科訪問看護基本療養費算定要件研修会 ・1 研修 4 日間 1 回　　  50 名
　⑦医療安全管理者養成研修 ・1 研修 7 日間 1 回　　  50 名
　⑧医療安全管理者養成研修フォローアップ講座 ・1 研修 1 日間 1 回　　  30 名
　⑨災害支援ナースⅠ ・1 研修 2 日間 1 回　　  50 名
　⑩災害支援ナースⅡ ・1 研修 1 日間 1 回　　  50 名
　⑪災害支援ナースフォローアップ研修 ・1 研修 1 日間 1 回　　  50 名
3) 介護施設・在宅ケアの支援に関する事業 16,305

（1）訪問看護支援事業 15,836
　①訪問看護推進協議会の開催 ・3回
　②訪問看護入門プログラム研修 ・1研修2日間1回　　　　30名
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事　業　内　容 予算（千円）
　③訪問看護師養成講習会
　　訪問看護師の育成（医療機関職員を含む）【重 3-1-2】

・1研修eラーニング13単位
　　　  9 日間 1 回　　　35 名

　④訪問看護ステーション管理者研修 ・1研修6日間1回　 　　　10名
　⑤訪問看護師指導者養成研修 ・1研修5日間1回　　　　20名
　⑥訪問看護専門分野研修 ・4研修4～6日間各1回20名
　⑦在宅療養・訪問看護推進研修－訪問看護同行研修－ ・1研修6日間1回　　　　30名

（2）高齢者の権利擁護に関する教育研修 469
　①看護実務者研修 ・1研修2日間1回　　　  100名
4) 看護研究の充実に関する事業 1,080

（1）茨城県看護研究学会 ・12/11　ザ・ヒロサワ・シティ会館 1,080
5) 看護の質の保証の推進に関する事業 9,867
(1）委員会活動・地区活動による看護の質の保証 9,196
　①職能委員会活動
　　a) 保健師職能委員会 ・委員会 6 回

・研修会 2 回
　　b) 助産師職能委員会 ・委員会 6 回

・研修会 2 回
・国際助産師の日イベント
・交流会 1 回

　　c) 看護師職能委員会Ⅰ ・委員会 6 回
・研修会 2 回
・アンケート調査

　　d) 看護師職能委員会Ⅱ ・委員会 6 回
・研修会 2 回
・アンケート調査

　　e) 三職能の事例検討会【重 3-1-1】
　②常任委員会活動
　　a) 看護労働改善事業委員会 ・委員会 7 回

・アンケート調査
　　b) 教育委員会 ・委員会 6 回

・ブラッシュアップ研修運営担当
・茨城県看護研究学会支援

　　c) 業務委員会
　　　・訪問看護における専門家活用方法の検討【重 3-1-3】

・委員会 7 回
・アンケート調査

　　d) 広報委員会 ・委員会 4 回
・「看護いばらき」4 回発行
・取材活動 10 回

　　e) 学会委員会 ・委員会 4 回
・茨城県看護研究学会の査読・運営

　　　　f) 認定看護管理者教育運営委員会 ・委員会 5 回
　　　　g) 医療・看護安全対策推進委員会 ・委員会 3 回

・研修会 1 回
　　　　h) 災害看護委員会 ・委員会 6 回

・研修会 3 回
　③特別委員会活動
　　　　a) 倫理審査委員会 ・委員会
　④地区活動
　　a) 地区
　　　・水戸地区
　　　・日立地区
　　　・常陸太田・ひたちなか地区
　　　・鹿行地区
　　　・土浦地区
　　　・つくば地区
　　　・取手・竜ヶ崎地区
　　　・筑西・下妻地区
　　　・古河・坂東地区

各地区共通
・地区委員会の開催
・地区研修会の開催
・地区会員会の開催
・地区意見交換会の開催
・「まちの保健室」活動
　※常設・イベント
・地域活動への参加

　　b) 東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大
　　　 会、全国総合体育大会の医療救護活動
　　　・東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技
　　　　大会カシマサッカースタジアム医療救護活動
　　　・全国高等学校総合体育大会救護活動【重 4-5・新】

・救護所等への看護職の派遣

　⑤委員会企画研修
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事　業　内　容 予算（千円）
　　a) 保健師職能委員会企画研修
　　　・保健指導ミーティング ・1 研修 1 日間 1 回　　　50 名
　　　・保健師記録のガイドラインの普及研修 ・1 研修 1 日間 1 回　　　50 名
　　c) 助産師職能委員会企画研修
　　　・産科救急　―出血・急変時の対応― ・1 研修 1 日間 1 回　　　50 名
　　　・不妊・不育に悩みを持つ女性の支援 ・1 研修 1 日間 1 回　　　50 名
　　d) 看護師職能委員会Ⅰ企画研修
　　　・新任看護師長研修会「看護師長の役割
　　　　～活き活きと輝きながら看護をしよう～」

・1 研修 1 日間 1 回　　　50 名

　　e) 看護師職能委員会Ⅱ企画研修
　　　・高齢者の特徴を踏まえたフィジカルアセス
　　　　メント技法

・1 研修 1 日間 1 回　　　36 名

　　f) 看護師職能委員会Ⅰ・Ⅱ合同企画研修
　　　・病院と地域の連携
　　　　～地域包括ケア推進に向けての取り組み～

・1 研修 1 日間 1 回　　　50 名

　　g) 医療・看護安全対策推進委員会企画研修
　　　・医療安全管理者研修会「医療施設における
　　　　対話文化の醸成と医療メディエーション」

・1 研修 1 日間 1 回　　　50 名

　　h) 災害看護委員会企画研修
　　　・災害支援ナースⅠ　※再掲
　　　・災害支援ナースⅡ　※再掲
　　　・災害支援ナースフォローアップ　※再掲

（2）医療・看護安全対策の推進・相談
(3) 看護基礎教育機関等との連携【重 1-3・新】
　①行政・教育機関との意見交換会
　②実習指導者・看護教員の質向上を目指す研修会

① 2 回程度
② 1 研修 1 日間 1 回　　 40 名

366

(4) 看護師のクリニカルラダー（JNA 版）
導入事例の共有と活用研修【重 1-1】

・1 研修 1 日間 1 回　　　80 名 205

(5) 准看護師の資質向上のための支援【重 1-2】
　①医療機関・教育機関との連携・情報共有【新】
　②准看護師研修

①医療機関・教育機関訪問
② 1 研修 1 日間 1 回　　 50 名

100

6) 図書室サービスの充実に関する事業 1,299
（1）図書サービスの充実【重 1-4】 ・県内大学等との図書館使用の連携

・文献検索システムの整備
・図書の貸出し
・郵送返却サービス
・文献複写サービス
・蔵書点検・所蔵目録
・図書の購入
・新刊図書案内
・蔵書一覧ホームページ掲載

1,299

事　業　内　容 予算（千円）
1) 看護職の就業支援に関する事業 52,177

（1）ナースセンター事業
　①無料職業紹介・就業相談
　　a)就業斡旋
　　b)就業希望者に対する相談支援
　　c)看護職員確保及び定着促進に関する相談支援
　　d)NCCS システムによる求人・求職情報の
　　　登録・管理・支援及びデータ分析
　　e)求人・求職実態調査

・月～金　9:00～17:00
　（土、日、祭日、年末年始を除く。）

18,291

　　　　f)看護相談員会議の開催 ・1回／年
　　　　g)関係機関との連絡調整、情報交換 ・1回／年程度(労働局、ハローワーク)
　　h) ナースセンター機能拡充【重 2-3】
　　　・多様なキャリア支援に対応する相談体制 ・出張ナースバンクの強化
　　　　i) 茨城県央地域定住自立圏連携事業
　　　 看護師等確保事業（水戸市委託事業）

・2回／年程度

　②中央ナースセンターとの連携 ・4回／年程度

2　看護職の労働環境等の改善及び就業促進による県民の健康及び福祉の増進に関する事業  ［55,969 千円］
　 （公益目的事業）
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事　業　内　容 予算（千円）
　③ナースセンター事業の広報強化
　　・ナースセンターだより・求人情報発行
　　・ナースセンターホームページの活用
　　・ナースセンターキャラクター
　　　「はぴなちゃん」の活用
　　・ラッピングバス

・4回発行
・随時更新
・県内イベント等への貸し出し
・キャラクターを用いた啓発物品
　等の配布
・ラッピングバス

　④ナースセンター運営委員会の開催 ・2回／年
（2）再就業支援事業 11,799
　①カムバック支援セミナー ・講義研修　各4日間

 （県央、他２地域）
　シミュレーション研修　各1日間※再掲
 （県央、他２地域）
・実務研修　2日～10日間程度
　（県内協力機関）

　②カムバック支援セミナー(フォローアップ研修 ) ・1回／年
　③看護職のセカンドキャリア支援【重 2-4】
　・自分らしい暮らし方・働き方・休み方に関する情報提供

・1回／年

　④シミュレーション教育を活用した就業支援 ・3回　　　県央、他2地域
　⑤輸液・採血コーナーの活用 ・月～金　9:00～17:00（土、日、祭日､

　年末年始、夏季休暇を除く。）
　⑥潜在看護職員再就業推進事業研修 ・実務研修1か月以内人数9人程度
　⑦育児休業中看護職の懇話会開催 ・1回／年

（3）魅力ある職場づくり支援事業 6,905
　①定着促進コーディネーター派遣事業 ・相談窓口の設置

・施設訪問
・出前講座
・派遣日数　延べ25日以上

　②管理者等研修
　　・豊かに働くために ・1研修1日間1回　　　　 80名
　　・看護補助者の活用推進のための研修 ・1研修1日間2回　　　　 80名
　　・これからのチーム医療と看護における
　　　タスクシフト・タスクシェアの理解 ・1研修1日間1回　　　　 80名

　　・人事労務管理の基礎知識 ・1研修1日間1回　　　　 80名
　　・看護サービスにおける経済性 ・1研修1日間1回　　　　 80名
　　・看護職の健康と安全に配慮した労働安全衛生について ・1研修1日間1回　　　　 80名

（4）医療勤務環境改善支援センターとの協働による
　　 ヘルシーワークプレイスの実現に向けた支援
　　【重 2-1】
　①ヘルシーワークプレイス普及のための多職種研修
　②ヘルシーワークプレイス実践好事例の収集・普及
　③ワークショップ事業

①管理者等研修で実施※再掲
②実践好事例の情報収集
　・茨城カウンセリングセンターの活用
③訪問型ワークショップの開催

（5）タスクシフト・タスクシェアの理解を深めるた
　　 めの取組み【重 2-2】
　①医療福祉機関におけるタスクシフト・タスクシ
　　ェア実践の好事例収集・周知
　②チーム医療充実に向けた人材育成

①管理者等研修で実施※再掲
　・実践好事例の情報収集
②地区で研修会を実施対象看護補助者

（6）看護職員就業相談員派遣面接事業 279
　①ハローワークとの連携強化 ・ハローワーク9か所48回開催

・連携事業2か所　水戸・土浦
（7）看護師等届出制度普及事業 ・届出制度の普及啓発強化

・ラッピングバス　※再掲
・登録者への支援
・看護学生への周知
・ホームページ運営

3,036

（8）地域就業支援事業 ・就職アドバイザー各週2日2名配置
・4地域(県西・県北・鹿行・県南)における
　就業相談支援、求人施設の開拓
・再就業支援研修企画、実施

9,577

2) 看護人材養成啓発に関する事業 3,980
（1）看護人材養成啓発
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事　業　内　容 予算（千円）
　①一日看護体験事業 ・1回

・県内の高等学校生徒対象
・参加者進路状況調査

　②高等学校進路指導担当者会議 ・1回
　③看護の出前授業事業 ・20回程度

・小中高等学校生に対しての看護の出前講座
　④いばらき看護職合同進学・就職説明会事業 ・1回
3) 看護職員人材確保支援に関する事業 2,102

（1）助産師出向支援事業の拡大 ・助産師偏在の解消や助産実践能
　力向上のための助産師出向支援

2,102

事　業　内　容 予算（千円）
1) 看護業務の調査研究・情報収集に関する事業　 190

（1）看護業務の調査研究・情報収集 ・保健師職能委員会（再掲）
・看護師職能委員会Ⅰ（再掲）
・看護労働改善事業委員会（再掲）
・業務委員会（再掲）
・医療・看護安全対策推進委員会（再掲)

190

2) 看護制度の改善への提言に関する事業 85
（1）茨城県・関係団体等への要望活動 ・日本看護協会との連携

・茨城県、政治団体等への要望書の提出
・関連審議会等の委員等として参画
　（意見反映）

85

3　看護業務の調査研究及び情報収集並びに制度の改善への提言に関する事業（公益目的事業）　［275 千円］

事　業　内　容 予算（千円）
1) 健康相談・啓発等の事業 11,441

（1）まちの保健室事業
住み慣れた地域で暮らすことへの支援【重 3-2】
・認知症の予防と共生
・生活習慣病への予防
・｢認知症カフェ」開催

・地区における「まちの保健室」（再掲)
　7 地区 9 箇所
・保健衛生会館における「まちの保健室｣
　水～金 9：30 ～16：30（12:00 ～13:00、
　土日祭日お盆、年末年始除く）
・地域への出前まちの保健室：年に10回程度
・｢ともに歩む認知症の会・茨城」等関係
　団体との連携
・他団体連携による共催事業
※理学療法士会、歯科衛生士会等

2,710

（2）母子保健に関する事業 8,556
　①母子保健センター運営事業
　　a) 発達相談事業 ・専門医師　・心理専門員による相談

　月１回　年間12回
・心理専門員による相談
　月６回（年72回）
・電話相談
　乳幼児の健康・子育てに関する相談、
　発達相談の予約等
　月・水・金（9:30～17:00）

　　b) 発達障害児の早期発見・発達支援推進研修 ・1 回
　　c) 市町村への巡回相談の実施 ・延べ 20 回程度
　②妊娠等専門相談支援事業
　　a) 相談事業 ・妊娠等専門電話相談の実施

　月～金　10：00～18：00
　（土、日、祝日、年末年始を除く）
・事例検討会　１回／年
・スタッフ会議　１回／年
・広報活動

（3）ナースボランティア事業
　・看護職セカンドキャリア支援との連携

175

4　健康相談、情報提供等による地域住民の健康と福祉に関する事業（公益目的事業）　［52,611 千円］
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事　業　内　容 予算（千円）
2) 地域包括ケアシステム推進事業　 10,039

（1）介護人材医療知識取得促進事業 10,039
①医療依存度の高い利用者へのケアに関わる
介護職員等養成研修

・介護職員等対象医療講座
・医療講座フォローアップ研修

②レスパイト利用促進のための情報提供 ・レスパイト施設等の医療ニーズ対応状況
　の情報発信等（ホームページの更新）

3) がん対策推進強化事業 24,617
（1）いばらきがん患者サポートセンター ・｢いばらき　みんなのがん相談室」電話

　および面談月～金　9：00～16：00
　(8/13～8/15、12/29～1/3除く）
・医療機関等との連携によるがん療養生活
　支援体制の促進
・サポートセンターの事業内容の広報
・社会参加サポート事業および
　若年患者療養生活サポート事業

24,617

4) 広報啓発に関する事業 3,565
（1）看護いばらき発行 ・年4回発行 2,695
（2）県民への広報強化
①ホームページ運営 ・一般県民及び看護職対象事業の広報 870
5)「看護の心」普及啓発事業 2,193

（1）看護の祭典 ・｢看護の日、看護週間」記念事業（県との共催)
・5/16ザ・ヒロサワ・シティ会館

2,193

6) 災害時の看護支援活動に関する事業 756
（1）災害看護支援体制の充実 756
①災害支援ナース登録の推進
②茨城県総合防災訓練への参加
③ＪＭＡＴ茨城研修会への参画
④日本看護協会との災害支援ナース
派遣調整合同訓練
⑤茨城県との「災害時の医療救護に関する協定」の締結【重 4-4】 ・災害支援マニュアル（H27年3月改訂版)の見直し

事　業　内　容 予算（千円）
1) 訪問看護サポートセンター事業

（1）県央訪問看護サポートセンター事業 ・各種相談への対応
・窓口開設：月～金（土、日、祭日、年末年始を除く。)
・訪問看護の広報、利用促進（2）県南訪問看護サポートセンター事業

2) 訪問看護ステーション等の設置及び運営に関する事業 305,824
（1）土浦訪問看護ステーション運営事業 93,968
　①訪問看護事業 ・年間延べ利用人員　1,380名
　②居宅介護支援事業 ・年間延べ利用人員　  600名

（2）鹿嶋訪問看護ステーション運営事業 75,336
　①訪問看護事業 ・年間延べ利用人員　1,080人
　②居宅介護支援事業 ・年間延べ利用人員　1,080人

（3）看護小規模多機能型居宅介護事業所絆
　・訪問看護ステーション絆運営事業
　①訪問看護ステーション　絆 ・年間延べ利用人員　  480人 136,520
　②居宅介護支援事業 ・年間延べ利用人員　   60人
　③看護小規模多機能型居宅介護事業所　絆 ・年間延べ利用人員　  312人
　④看多機絆の中長期計画の策定【重 4-2-1】
(4) 協会立看護小規模多機能型居宅介護事業
　　所等の運営・経営【重 4-2】

・協会立の訪問看護ステーション・管理者
　経営会議の開催（3回程度）

5　地域ケアサービスを実施する訪問看護ステーション等の設置及び運営（公益目的事業）　［305,824 千円］

事　業　内　容 予算（千円）
1) 円滑な組織運営 7,779

（1）総会
　①通常総会 ・6/18　茨城県看護研修センター

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため会場変更

6　その他本会の目的を達成するために必要な事業（法人管理事業）　　　　　　　　［14,537 千円］
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　②職能集会 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
（2）理事会
　①理事会 ・6 回以上
　②常務理事会 ・適宜

（3）その他諸会議
　①常任委員会委員長会議 ・１回
　②推薦委員会 ・適宜
　③選挙管理委員会 ・適宜
　④新理事オリエンテーション ・1 回

（4）職員福利厚生
　①福利厚生事業
　②職員研修事業

（5）協会内防災対策の整備
(6）教育環境の整備・拡充【重 1-4・新】 ・Wi-Fi 環境の整備等

（7）諸費
2) 会員に対する福利厚生等事業　 2,135

（1）福利厚生事業
　①会員に対する情報提供及び意見収集体制の充実 ・各地区１回
　②会員相互の親睦の促進 ・１回（新年の集い）
　③会員及び当協会関係者に対する慶弔見舞
　④茨城県看護協会長表彰等事業

（2）看護職賠償責任保険制度の加入促進・相談事業
　①医療安全・医療事故に係る相談対応
　②医療安全に係る情報提供等、医療事故予防啓発活動
　③看護職賠償保険制度への対応

（3）新会員情報管理体制の普及啓発
3）組織力強化 437
(1) 会員の入会率 50％以上の保持【重 4-1】
　①看護学生に向けた看護協会事業の PR
　②退職後の入会継続

①受講料コンビニ収納運営
② PR リーフレットリニューアル

(2) 委員会機能の活性化に向けた体制整備【重 4-3】
　①委員会諮問・答申体制、助言体制の明確化
　　（システム化）
　②委員会報告様式簡略化（モデル化）

・委員会活動のみえる化推進

4) 日本看護協会等との連携　 480
（1）諸会議への参加

　①総会・職能別交流会
・6/11・12
※新型コロナウイルス感染拡大防止の
　ため福岡から JNA ホールへ会場変更

　②理事会 ・6 回程度
　③法人会員会（中央） ・6 回程度
　④代議員及び予備代議員研修会 ・5/15
　⑤全国職能委員長会 ・7/15
　⑥地区別法人会員会・地区別職能委員長会 ・10/29・30
　⑦都道府県看護協会政策責任者会議
　⑧都道府県看護協会看護労働担当者会議 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため延期
　⑨都道府県看護協会事務担当者会議
　⑩新会員情報管理体制担当者会議 ・9 月予定
　⑪訪問看護連絡協議会全国会議
　⑫全国准看護師制度担当役員会議
　⑬ナースセンター事業担当者会議 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため書面開催
　⑭ナースセンター相談員研修 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため延期
　⑮都道府県看護協会教育担当者会議 ・7/2　神戸研修センター
　⑯都道府県看護協会広報担当役員会議 ・2 月予定
　⑰医療安全推進会議
　⑱都道府県看護協会災害看護担当者会議 ・11/11
　⑲災害支援ナース派遣調整合同訓練 ・12/8 ～ 10

（2）会員登録に関する業務
5) 施設の貸与に関する事業 3,706

（1）茨城県保健衛生会館貸与事業 ・茨城県看護連盟、茨城県理学療法士
会ほか 3 団体に賃貸

（2）「看護研修センター」研修室の貸与 ・関係団体等の研修等に貸与
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報告事項3　令和２年度収支予算

■収支予算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科　　　　　目 当年度予算額 前年度予算額 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部 　 　 　
　１．経常増減の部 　 　 　
　　（１）経常収益 　 　 　
　　① 特定資産運用益 85,000 85,000 0
　　　 　特定資産受取利息 85,000 85,000 0
　　② 受取入会金 18,000,000 18,000,000 0
　　　 　受取入会金 　　 18,000,000 18,000,000 0
　　③ 受取会費 　 77,550,000 72,850,000 4,700,000
　　　 　受取会費 　　 77,550,000 72,850,000 4,700,000
　　④ 事業収益 　 490,851,000 474,123,000 16,728,000
　　　 　日本看護協会業務委託事業収益 　　　 0 0 0
　　　 　茨城県委託事業収益 126,995,000 134,787,000 △ 7,792,000
　　　 　受講料 　 43,288,000 30,150,000 13,138,000
　　　 　介護保険報酬 217,722,000 211,037,000 6,685,000
　　　 　医療保険報酬 95,234,000 90,253,000 4,981,000
　　　 　利用料 　 7,612,000 7,896,000 △ 284,000
　　⑤ 受取助成金 9,059,000 8,757,000 302,000
　　　 　日本看護協会助成金 9,059,000 8,757,000 302,000
　　⑥　受取補助金等 4,269,380 4,533,380 △ 264,000
　　　 　茨城県補助金収益 365,000 279,000 86,000
　　　 　茨城県医師会補助金収益 0 350,000 △ 350,000
　　　 　受取地方公共団体補助金振替額 2,841,422 2,841,422 0
　　　 　受取民間補助金振替額 1,062,958 1,062,958 0
　　⑦ 受取寄付金 251,860 251,860 0
　　　 　受取寄付金振替額 251,860 251,860 0
　　⑧ 雑収益 　 9,466,000 7,730,000 1,736,000
　　　 　受取利息 30,000 30,000 0
　　　 　雑収益 　 9,436,000 7,700,000 1,736,000
　　　 経常収益計 609,532,240 586,330,240 23,202,000
　　（２）経常費用 　 　 　
　　① 事業費 　 614,986,977 592,025,882 22,961,095
　　　 　役員報酬 19,721,635 19,200,104 521,531
　　　 　給料手当 202,362,479 181,583,035 20,779,444
　　　 　臨時雇賃金 109,087,594 115,221,040 △ 6,133,446
　　　 　退職慰労金 1,097,560 1,097,560 0
　　　 　退職給付費用 6,890,725 8,403,661 △ 1,512,936
　　　 　福利厚生費 46,323,335 46,455,522 △ 132,187
　　　 　報償費 　 37,186,000 31,480,000 5,706,000
　　　 　会館運営費 11,860,741 10,446,900 1,413,841
　　　 　会議費 　 1,063,820 954,820 109,000
　　　 　旅費交通費 14,040,600 13,956,200 84,400
　　　 　研修費 　 1,000,000 1,048,000 △ 48,000
　　　 　医療材料費 335,000 335,000 0
　　　 　通信運搬費 14,196,830 15,551,030 △ 1,354,200
　　　 　交際費 　 100,000 160,000 △ 60,000
　　　 　減価償却費 21,409,988 23,676,265 △ 2,266,277
　　　 　消耗什器備品費 2,047,000 1,920,000 127,000
　　　 　消耗品費 13,719,900 11,200,000 2,519,900
　　　 　修繕費 　 4,482,000 5,219,000 △ 737,000
　　　 　印刷製本費 14,567,500 16,280,000 △ 1,712,500
　　　 　燃料費 　 3,800,550 4,070,000 △ 269,450
　　　 　光熱水料費 8,704,010 8,925,000 △ 220,990
　　　 　賃借料 　 45,369,635 44,785,435 584,200
　　　 　保険料 　 2,160,590 2,406,000 △ 245,410
　　　 　租税公課 9,092,650 6,037,475 3,055,175
　　　 　広告宣伝費 3,312,000 2,570,000 742,000
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科　　　　　目 当年度予算額 前年度予算額 増　減
　　　 　支払負担金 11,810,000 8,770,000 3,040,000
　　　 　支払手数料 3,992,300 4,107,300 △ 115,000
　　　 　委託費 　 2,253,000 2,268,000 △ 15,000
　　　 　食糧費 　 2,841,000 3,729,000 △ 888,000
　　　 　施設維持費 0 0 0
　　　 　雑費 　 158,535 169,535 △ 11,000
　　② 管理費 　 15,786,750 14,651,748 1,135,002
　　　 　役員報酬 1,647,565 1,637,256 10,309
　　　 　給料手当 1,302,152 1,301,488 664
　　　 　臨時雇賃金 2,031,206 2,002,960 28,246
　　　 　退職慰労金 98,440 98,440 0
　　　 　退職給付費用 37,643 111,439 △ 73,796
　　　 　福利厚生費 653,391 436,328 217,063
　　　 　報償費 　 882,000 882,000 0
　　　 　会館運営費 349,869 323,100 26,769
　　　 　会議費 　 481,180 480,000 1,180
　　　 　旅費交通費 1,632,400 1,342,800 289,600
　　　 　通信運搬費 836,170 972,800 △ 136,630
　　　 　減価償却費 234,440 280,887 △ 46,447
　　　 　消耗什器備品費 0 0 0
　　　 　消耗品費 313,100 320,100 △ 7,000
　　　 　修繕費 　 20,000 15,000 5,000
　　　 　印刷製本費 1,021,500 1,030,000 △ 8,500
　　　 　燃料費 　 450 1,500 △ 1,050
　　　 　光熱水料費 168,990 170,330 △ 1,340
　　　 　賃借料 　 1,524,329 1,480,830 43,499
　　　 　保険料 　 16,410 17,800 △ 1,390
　　　 　諸謝金 　 2,221,000 1,101,000 1,120,000
　　　 　租税公課 100,350 110,525 △ 10,175
　　　 　支払手数料 113,700 198,700 △ 85,000
　　　 　委託料 　 60,000 282,000 △ 222,000
　　　 　負担金 　　 　 0
　　　 　寄付金 　 0 0 0
　　　 　雑費 　 40,465 54,465 △ 14,000
　　　 経常費用計 630,773,727 606,677,630 24,096,097
　　　 評価損益等調整前当期経常増減額 △ 21,241,487 △ 20,347,390 △ 894,097
　　　 基本財産評価損益等 　 　 　
　　　 特定資産評価損益等 　 　 　
　　　 投資有価証券評価損益等 　 　 　
　　　 評価損益等計 　 　 　
　　当期経常増減額 △ 21,241,487 △ 20,347,390 △ 894,097
　２．経常外増減の部 　 　 　
　　（１）経常外収益 　 　 　
　　① 特別収益 　　 　 　
　　　 　　経常外収益計 　 　 　
　　（２）経常外費用 　 　 　
　　① 特別損失 　　 　 　
　　　 　支払災害義援金 　 　 　
　　　 　中科目別記載 　 　 　
　　経常外費用計 　 　 　
　　当期経常外増減額 　 　 　
　　他会計振替額 　 　 　
　　当期一般正味財産増減額 △ 21,241,487 △ 20,347,390 △ 894,097
　　一般正味財産期首残高 　 　 　
　　一般正味財産期末残高 　 　 　
Ⅱ　指定正味財産増減の部 　 　 　
　　　　一般正味財産への振替額 　 　 　
　　当期指定正味財産増減額 　 　 　
　　指定正味財産期首残高　 　 　 　
　　指定正味財産期末残高　 　 　 　
Ⅲ　正味財産期末残高 　 　 　
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■収支予算書内訳表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科　　　　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部 　 　 　 　
　１．経常増減の部 　 　 　 　
　　（１）経常収益 　 　 　 　
　　①特定資産運用益 73,270 5,865 5,865 85,000
　　　　特定資産受取利息 73,270 5,865 5,865 85,000
　　②受取入会金 15,480,000 360,000 2,160,000 18,000,000
　　　　受取入会金 15,480,000 360,000 2,160,000 18,000,000
　　③受取会費 66,693,000 1,551,000 9,306,000 77,550,000
　　　　受取会費 66,693,000 1,551,000 9,306,000 77,550,000
　　④事業収益 490,851,000 0 0 490,851,000
　　　　日本看護協会業務委託事業収益 0 0 0 0
　　　　茨城県委託事業収益 126,995,000 0 0 126,995,000
　　　　受講料 43,288,000 0 0 43,288,000
　　　　介護保険報酬 217,722,000 0 0 217,722,000
　　　　医療保険報酬 95,234,000 0 0 95,234,000
　　　　利用料 7,612,000 0 0 7,612,000
　　⑤受取助成金 9,059,000 0 0 9,059,000
　　　　日本看護協会助成金 9,059,000 0 0 9,059,000
　　⑥受取補助金等 4,137,802 71,450 60,128 4,269,380
　　　　茨城県補助金収益 365,000 0 0 365,000
　　　　茨城県医師会補助金収益 0 0 0 0
　　　　受取地方公共団体補助金振替額 2,745,666 51,998 43,758 2,841,422
　　　　受取民間補助金振替額 1,027,136 19,452 16,370 1,062,958
　　⑦受取寄付金 243,372 4,609 3,879 251,860
　　　　受取寄付金振替額 243,372 4,609 3,879 251,860
　　⑧雑収益 3,269,000 6,197,000 0 9,466,000
　　　　受取利息 30,000 0 0 30,000
　　　　雑収益 3,239,000 6,197,000 0 9,436,000
　　　　　経常収益計 589,806,444 8,189,924 11,535,872 609,532,240
　　（２）経常費用 　 　 　 　
　　①事業費 606,684,947 8,302,030 　 614,986,977
　　　　役員報酬 19,606,241 115,394 　 19,721,635
　　　　給料手当 200,746,157 1,616,322 　 202,362,479
　　　　臨時雇賃金 108,509,911 577,683 　 109,087,594
　　　　退職慰労金 1,090,974 6,586 　 1,097,560
　　　　退職給付費用 6,844,000 46,725 　 6,890,725
　　　　福利厚生費 45,991,265 332,070 　 46,323,335
　　　　報償費 37,064,000 122,000 　 37,186,000
　　　　会館運営費 11,520,889 339,852 　 11,860,741
　　　　会議費 1,007,628 56,192 　 1,063,820
　　　　旅費交通費 13,771,640 268,960 　 14,040,600
　　　　研修費 1,000,000 0 　 1,000,000
　　　　医療材料費 335,000 0 　 335,000
　　　　通信運搬費 12,326,582 1,870,248 　 14,196,830
　　　　交際費 100,000 0 　 100,000
　　　　減価償却費 21,129,315 280,673 　 21,409,988
　　　　消耗什器備品費 2,047,000 0 　 2,047,000
　　　　消耗品費 13,158,260 561,640 　 13,719,900
　　　　修繕費 4,478,800 3,200 　 4,482,000
　　　　印刷製本費 13,582,900 984,600 　 14,567,500
　　　　燃料費 3,785,070 15,480 　 3,800,550
　　　　光熱水料費 8,540,653 163,357 　 8,704,010
　　　　賃借料 44,749,431 620,204 　 45,369,635
　　　　保険料 2,144,262 16,328 　 2,160,590
　　　　租税公課 8,995,510 97,140 　 9,092,650
　　　　広告宣伝費 3,312,000 0 　 3,312,000
　　　　支払負担金　 11,810,000 0 　 11,810,000
　　　　支払手数料 3,880,420 111,880 　 3,992,300
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科　　　　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合　計
　　　　委託費 2,253,000 0 　 2,253,000
　　　　食糧費 2,746,000 95,000 　 2,841,000
　　　　施設維持費 0 0 　 0
　　　　雑費 158,039 496 　 158,535
　　②管理費 　 　 15,786,750 15,786,750
　　　　役員報酬 1,647,565 1,647,565
　　　　給料手当 1,302,152 1,302,152
　　　　臨時雇賃金 2,031,206 2,031,206
　　　　退職慰労金 98,440 98,440
　　　　退職給付費用 37,643 37,643
　　　　福利厚生費 653,391 653,391
　　　　報償費 882,000 882,000
　　　　会館運営費 349,869 349,869
　　　　会議費 481,180 481,180
　　　　旅費交通費 1,632,400 1,632,400
　　　　通信運搬費 836,170 836,170
　　　　減価償却費 234,440 234,440
　　　　消耗什器備品費 0 0
　　　　消耗品費 313,100 313,100
　　　　修繕費 20,000 20,000
　　　　印刷製本費 1,021,500 1,021,500
　　　　燃料費 450 450
　　　　光熱水料費 168,990 168,990
　　　　賃借料 1,524,329 1,524,329
　　　　保険料 16,410 16,410
　　　　諸謝金 2,221,000 2,221,000
　　　　租税公課 100,350 100,350
　　　　支払手数料 113,700 113,700
　　　　委託料 60,000 60,000
　　　　寄付金 0 0
　　　　雑費 　 　 40,465 40,465
　　　経常費用計 606,684,947 8,302,030 15,786,750 630,773,727
　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 16,878,503 △ 112,106 △ 4,250,878 △ 21,241,487
　　　基本財産評価損益等　 0 0 　 0
　　　特定資産評価損益等 0 0 　 0
　　　投資有価証券評価損益等 0 0 　 0
　　　評価損益等計 0 0 　 0
　　　当期経常増減額 △ 16,878,503 △ 112,106 △ 4,250,878 △ 21,241,487
　２．経常外増減の部 　 　 　 　
　　　（１）経常外収益 　 　 　 　
　　　①特別収益 0 0 　 0
　　　受取災害義援金 0 0 　 0
　　　経常外収益計 0 0 　 0
　　　（２）経常外費用 　 　 　 　
　　　①特別損失 0 0 0 0
　　　　　支払災害義援金 0 0 0 0
　　　　　中科目別記載 0 0 　 0
　　経常外費用計 0 0 　 0
　　当期経常外増減額 0 0 　 0
　　他会計振替額 0 0 　 0
　　当期一般正味財産増減額 △ 16,878,503 △ 112,106 △ 4,250,878 △ 21,241,487
　　一般正味財産期首残高 　 　 　 　
　　一般正味財産期末残高 　 　 　 　
Ⅱ　指定正味財産増減の部 　 　 　 　
　　　　　一般正味財産への振替額 　 　 　 　
　　当期指定正味財産増減額 　 　 　 　
　　指定正味財産期首残高 　 　 　 　
　　指定正味財産期末残高 　 　 　 　
Ⅲ　正味財産期末残高 　 　 　 　
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令和 2年度日本看護協会長表彰者

青木　妙子　　　　助産師　　　　茨城県看護協会
堀川　彰子　　　　助産師　　　　個人会員
森田　町子　　　　看護師　　　　総合病院土浦協同病院

令和２年度優良看護職員茨城県知事表彰者
児玉　祐子　　　　保健師　　　　筑西市役所
武藤　章代　　　　保健師　　　　水戸保健所
秋葉　はつい　　　看護師　　　　友愛記念病院
飯田　育子　　　　看護師　　　　筑波大学附属病院
小橋　しのぶ　　　看護師　　　　常陸大宮済生会総合病院
鈴木　和子　　　　看護師　　　　八文字学園水戸看護福祉専門学校
関　　成子　　　　看護師　　　　水戸赤十字病院
関根　洋子　　　　看護師　　　　茨城西南医療センター病院
塚本　廣子　　　　看護師　　　　土浦厚生病院
中島　亨子　　　　看護師　　　　茨城県看護協会
畑山　　緑　　　　看護師　　　　鹿嶋訪問看護ステーション
樋口　香代子　　　看護師　　　　佐瀬トータルケアセンターアネシス訪問看護ステーション
三浦　由貴子　　　看護師　　　　県北医療センター高萩協同病院

令和２年度優良看護職員茨城県看護協会長表彰者
小野　真理　　　　保健師　　　　竜ケ崎保健所
加瀬林　和恵　　　保健師　　　　茨城県保健福祉部健康・地域ケア推進課
榊原　みゆき　　　保健師　　　　茨城県総務部総務事務センター
高田　由美子　　　保健師　　　　茨城県水戸保健所　保健指導課
光畑　桂子　　　　保健師　　　　筑波メディカルセンター病院
綾部　明美　　　　看護師　　　　守谷慶友病院
飯田　祐子　　　　看護師　　　　茨城西南医療センター病院
市村　幸子　　　　看護師　　　　水戸赤十字病院
伊藤　由実子　　　看護師　　　　筑波大学附属病院
樫村　圭子　　　　看護師　　　　水戸ブレインハートセンター
金澤　悦子　　　　看護師　　　　茨城県立中央病院
亀井　公子　　　　看護師　　　　総合守谷第一病院
菊地　実生　　　　看護師　　　　土浦訪問看護ステーション
君崎　文代　　　　看護師　　　　総合病院土浦協同病院
木村　和美　　　　看護師　　　　茨城県立中央病院
久保田　文子　　　看護師　　　　ひかり訪問看護ステーション
小松﨑　洋枝　　　看護師　　　　石岡第一病院
古宮　信雄　　　　看護師　　　　友愛記念病院
西連寺　信枝　　　看護師　　　　茨城県厚生連土浦訪問看護ステーション
佐藤　泰子　　　　看護師　　　　やすらぎの丘温泉病院
佐藤　正子　　　　看護師　　　　土浦厚生病院
篠﨑　まゆみ　　　看護師　　　　筑波大学附属病院
篠原　弘子　　　　看護師　　　　茨城県西部メディカルセンター
柴田　早苗　　　　看護師　　　　日立総合病院
霜田　智美　　　　看護師　　　　友愛記念病院
仁平　洋美　　　　看護師　　　　協和中央病院
菅澤　裕子　　　　看護師　　　　県北医療センター高萩協同病院
鈴木　みどり　　　看護師　　　　ひたちなか総合病院
鈴木　佳子　　　　看護師　　　　ひたちなか総合病院
砂原　みどり　　　看護師　　　　茨城県立医療大学付属病院
関　紀美子　　　　看護師　　　　ひたち医療センター
高橋　早苗　　　　看護師　　　　茨城県西部メディカルセンター
瀧田　薫　　　　　看護師　　　　水戸赤十字病院
田中　久美　　　　看護師　　　　筑波メディカルセンター病院
地田　眞理　　　　看護師　　　　北茨城市民病院
冨田　知美　　　　看護師　　　　水戸済生会総合病院
中田　晴美　　　　看護師　　　　ひたちなか総合病院
原口　令子　　　　看護師　　　　城西病院
藤巻　洋子　　　　看護師　　　　県南病院
星　典子　　　　　看護師　　　　筑波記念病院
本城谷智恵子　　　看護師　　　　きぬ医師会病院
前田　聖子　　　　看護師　　　　土浦協同病院なめがた地域医療センター
松崎　綾子　　　　看護師　　　　きぬ医師会病院
宮内　和代　　　　看護師　　　　八文字学園水戸看護福祉専門学校
山崎　理香　　　　看護師　　　　水府病院
山本　裕子　　　　看護師　　　　茨城県立こども病院
山本　祐美子　　　看護師　　　　ＪＡ茨城県厚生連
※氏名・職種・所属先は令和２年３月末日時点のもの
※法人名は、省略させていただきます。
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